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RESEARCH 

私たちの体を構成する細胞は，さまざまな物質を必要な時に必要な場所に供給する効率的な輸

送システムを内包していて，その機能は生命活動に必須です．分子細胞生物学研究室では，この

細胞内物質輸送とロジスティクスの分子機構を，原子レベルの構造解析と 1 分子レベルの機能解

析の両面からのアプローチにより明らかにすることを目指しています．最近では特に，脳神経系

での物質輸送に重要な巨大蛋白質ナノマシン「ダイニン」の作動機構研究に注力していて，その

原子構造決定に成功しています． 
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CONTACT US 

研究室主任の昆まで，電子メールにてご連絡下さい． 

e-mail: takahide.kon＠hosei.ac.jp（アットマークは半角英数に変更してください） 

 
研究室所在地 

研究室は法政大学小金井キャンパス東館 3 階にあります． 



連絡先は以下の通りです．JR 中央線・東小金井駅より徒歩 15 分．  

〒184-8584 東京都小金井市梶野町 3-7-2 

法政大学生命科学部東館分子細胞生物学研究室 (E3007/E3007A)  


